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和賀川の清流を守る会記念事業
湯田小３年生がイワナ3,500匹を
錦秋湖に放流しました。（関連１０Ｐ）

元気に育てイワナさん
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　7月7日、対滝閣に避難している人達で組織する 「は
なますの会」 の代表3人が、本町を離れるにあたり細井
町長へあいさつに訪れました。会の代表幹事である菅野
兼冶さんがお礼の言葉を述べ涙ぐむ場面もありましたが、
西和賀町のように自然体でがんばっていくという決意も
話してくれました。以下、菅野さんのお礼の言葉の一部
をご紹介します。（関連・13Ｐ）

　7月7日、今こうしてこの日を迎えました。私にとって
は特別な日でございます。4月4日から対滝閣にお世話に
なった時の思いと、今の思いを比較してみると雲泥の差で
す。この3ヶ月余りの期間はすごく凝縮された日々で、い
ろいろなことを体験しました。お粗末なことやら、ヘマや
らでどうもすみませんでした。
　役場の皆さん始め、病院の先生方、地元町内の皆さま、光寿
苑の皆さまなど数えられないほどの応援をいただきました。
　西和賀町でどこへ行っても誰と会っても共通して感じた
のは、自分の家に何年ぶりかで帰ったときのような懐かし
いほっとするそんな感じでした。今日おかげさまで仮設住
宅に入ることになりましたが、私の妻がさりげなくいった
言葉 「いつかみんなで対滝閣に、西和賀町、湯本温泉に来
たいね」 私も必ず孫や子どもたちと一緒に来れる日を夢見
て、いろんな環境の変化の高田で、私のできることを一つ
でも、皆様から頂いた勇気と夢をきばらずに、この西和賀
町のように自然体でやっていけたらと思っております。今
日はなんと言えばよいかうまく言えませんが、お礼の言葉
　　　　　　　　　　　　　を言える機会を与えられ本当
　　　　　　　　　　　　　に私はラッキーです。幸せも
　　　　　　　　　　　　　のです。本当に皆さんありが
　　　　　　　　　　　　　とうございました。

　　　　　　　　　　　　　　平成23年7月7日

　　　　　　　　　　　　　対滝閣避難者の会はまなすの会
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表幹事　菅野兼治

はまなすの会がお礼のあいさつに

－お礼の言葉－
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復興に向けて今こそ心ひとつに復興に向けて今こそ心ひとつに④
激震　東日本大震災激震　東日本大震災
～西和賀町のように自然体で　多くが帰路へ～～西和賀町のように自然体で　多くが帰路へ～
復興に向けて今こそ心ひとつに④
激震　東日本大震災
～西和賀町のように自然体で　多くが帰路へ～

　本町に避難している気仙大工の村上幸一さんらが製作
していた、峠山パークランドオアシス館のあずまやと掲
示板が完成し、製作にかかわった13人のうち10人が出席
し、6月15日に現地で落成式が行われました。細井町長
と村上さんがテープカットを行い、皆さんに感謝状と記
念品が贈られました。
　製作したのは、あずまやが3棟、掲示板はオアシス館
と道の駅錦秋湖にそれぞれ設置されました。掲示板は、
西和賀のスギで作られ、高さ2ｍ、幅3.6ｍで和賀岳など
の山並みと、陸前高田で津波から逃れた一本松とさざ波
を描いています。村上さんは 「今はみんな流されてしま
い何も残っていませんが、この作業をしていくうちに、
自分の家は自分で建てれるという自信がつきました」 と
話していました。

町と陸前高田をつなぐ掲示板
細井町長へお礼を述べる
菅野さん（中央）

あずまやの前で記念写真（中央が村上さん）

友好のシンボルに・あずまやと掲示板が完成

　町内に避難している皆さんの多くが陸前高田市への帰路へつきました　町内に避難している皆さんの多くが陸前高田市への帰路へつきました。およそおよそ3ヶ月の本町での生活ヶ月の本町での生活。たくさんのイたくさんのイ
ベントや交流会などでの町民とのふれあいベントや交流会などでの町民とのふれあい。あっという間のあっという間の3ヶ月ヶ月、心が癒された心が癒された3ヶ月になったでしょうかヶ月になったでしょうか。今後は、今後は、
陸前高田市へ帰り陸前高田市へ帰り、新たな一歩を踏み出すことになりますが新たな一歩を踏み出すことになりますが、震災前の美しい故郷へ戻すためには震災前の美しい故郷へ戻すためには、更なる試練が待更なる試練が待っ
ていると思います。しかし、西和賀町民はいつでも皆さんと心はひとつです。復興に向けがんばっていきましょう。ていると思います。しかし、西和賀町民はいつでも皆さんと心はひとつです。復興に向けがんばっていきましょう。

　町内に避難している皆さんの多くが陸前高田市への帰路へつきました。およそ3ヶ月の本町での生活。たくさんのイ
ベントや交流会などでの町民とのふれあい。あっという間の3ヶ月、心が癒された3ヶ月になったでしょうか。今後は、
陸前高田市へ帰り、新たな一歩を踏み出すことになりますが、震災前の美しい故郷へ戻すためには、更なる試練が待っ
ていると思います。しかし、西和賀町民はいつでも皆さんと心はひとつです。復興に向けがんばっていきましょう。



　

町
議
員
で
組
織
す
る
町
政
調
査
会（
湯
澤
正

会
長
）で
は
、6
月
29
日
に
大
槌
町
で
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
被
災
地

の
現
在
の
状
況
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。当
日

は
、
佐
々
木
正
裕
議
長
は
じ
め
8
人
が
参
加

し
、一
般
参
加
者
も
含
め
16
人
で
家
財
清
掃
と

泥
の
撤
去
作
業
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
と
し
て
少
し
で
も
被
災
地
の

た
め
に
と
佐
々
木
正
裕
議
長
か
ら
大
槌
町
議

会
阿
部
六
平
議
長
に
対
し
、
町
議
会
と
し
て

見
舞
金
35
万
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　

県
立
西
和
賀
高
校
の
3
年
生
64
人
は
、
7

月
7
日
に
大
船
渡
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
男
子
生
徒
は
側
溝
の
泥
上

げ
作
業
と
水
産
加
工
会
社
の
断
熱
材
処
理
を

行
い
、
女
子
生
徒
は
一
般
住
宅
の
清
掃
・
草

取
り
作
業
、
写
真
洗
浄
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

同
高
で
は
、
今
後
1
、
2
年
生
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
派
遣
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

6
月
21
日
に
、
湯
本
小
学
校
閉
校
記
念
実

行
委
員
会（
小
林
厚
志
委
員
長
・
湯
本
）か
ら

義
援
金
1
9
2
，
1
6
2
円
が
細
井
町
長
へ

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
皆
さ
ん
か

ら
頂
い
た
義
援
金
の
総
額
は
2
，
5
6
8
，

2
6
6
円（
7
月
19
日
現
在
）と
な
り
ま
し
た
。
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小林実行委員長から細井町長へ

丸志田地区住宅・畜舎に浸水 弁天島付近の水田が陥没し
電柱が倒れる

若畑橋の橋台が掘られて
水道送水管が断裂

飯豊地区農業用施設が浸水

佐々木議長から
阿部議長へ

町
政
調
査
会
が

　
　

 
大
槌
町
議
員
団
を
激
励

西
和
賀
高
校
は

　
　

大
船
渡
市
で
支
援

湯
本
小
閉
校
記
念

　

実
行
委
員
会
か
ら
義
援
金

町
を
襲
っ
た
記
録
的
な
豪
雨

家
屋
や
農
業
用
施
設
な
ど
に
浸
水
も

　

6
月
23
日
夜
か
ら
24
日
に
か
け
て
降
り
続

い
た
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

河
川
の
氾
濫
に
よ
る
家
屋
や
農
業
用
施
設
へ

の
浸
水
が
あ
っ
た
ほ
か
、
町
道
大
杉
沢
線
に

架
か
る
若
畑
橋
の
橋
台
が
崩
落
す
る
被
害
も

発
生
し
ま
し
た
。ま
た
、リ
ン
ド
ウ
や
イ
チ
ゴ

な
ど
の
農
作
物
に
も
大
き
な
被
害
が
生
じ
る

な
ど
、町
内
全
域
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
24
日
に
警
戒
本
部
か
ら
対
策
本
部

へ
移
行
し
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
区

長
と
も
協
力
し
て
被
害
状
況
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
孤
立
し
た
人

が
で
た
も
の
の
、
幸
い
に
も
人
的
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
床
上
、
床
下
浸
水
な

ど
の
住
宅
被
害
13
件
、
農
機
具
庫
や
畜
舎
の

全
壊
、
浸
水
等
が
13
件
、
2
次
災
害
の
危
険

に
よ
る
自
主
避
難
1
件
、
公
共
施
設
被
害
4

件
と
な
っ
た
ほ
か
、
県
道
、
町
道
の
決
壊
等

が
18
ヵ
所
、
農
林
産
業
施
設
・
畜
産
関
係
、

頭
首
工
や
水
路
の
崩
壊
、
林
道
の
崩
落
な
ど

多
数
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

被
害
総
額
は
5
憶
円
に
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
、

今
後
は
県
や
関
係
機
関
に
被
害
状
況
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
連
携
を
と
り
な
が
ら
復
旧

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

盛
岡
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
、
降
り
始
め

か
ら
の
24
時
間
最
大
降
雨
量
は
沢
内
観
測
所

で
2
2
7
㎜
、
湯
田
観
測
所
で
1
9
4
㎜
と

な
り
、
6
月
の
最
大
値
を
更
新
し
ま
し
た
。

海水につかった家財を丁寧に拭き取り

海水がかかった
思い出の写真を

複製

クラブ活動で鍛えた腕力を生かして



西和賀高校漕艇部の協力を得て

4NISHIWAGA－2011.07.

1位　中村晴興・後藤靖弘（奥州市）24分42秒

2位　佐藤　努・佐藤奈保子（矢巾町）24分58秒

3位　今野慎一・佐藤　悟（奥州市）25分05秒

カップル賞　赤坂繁忠・遠藤雅子（盛岡市）

レディース賞　小野寺純子・橋本美由紀（奥州市）

親　子　賞　小原力斗・小原健一（奥州市）

【大会結果】上位３チーム

　6位　有馬　治（弁　天）・近藤英也（猿　橋）25分35秒

16位　米澤隆光（太　田）・佐々木隆嗣（前　郷）30分27秒

23位　小澤理恵（貝　沢）・髙橋知恵（北上市）32分21秒

34位　高橋　大（川　尻）・高橋花枝（川　尻）36分11秒

35位　照井陽子（川　尻）・高橋麻里子（小繋沢）36分33秒

43位　小野寺覚（小繋沢）・高橋芳幸（新　町）39分53秒

49位　鈴木哲平（貝　沢）・佐藤　綾（一関市）43分15秒

【町内出場チーム】

情
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
通
算
20

回
目
と
な
る
今
年
の
大
会
。
出
場
数
は
例
年

よ
り
少
な
く
52
艇
で
し
た
が
、
例
年
上
位
入

賞
を
果
た
し
て
い
る
強
豪
選
手
ら
が
揃
い
、

熱
い
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
の
大
雨
の
影
響
や
、
開
催
数
日

前
か
ら
の
雨
の
影
響
で
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
試
乗
に
よ
る
コ
ー
ス
の
安
全
確
認

を
入
念
に
行
い
、
今
回
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
槻
沢
の
砂
ゆ
っ
こ
裏
側

の
川
原
（
通
称
：
馬
こ
ろ
ば
し
）
を
ス
タ
ー

ト
し
、
湯
之
沢
の
焼
地
台
公
園
付
近
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
約
４
．
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
２
人

乗
り
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
下
る
競
技
で
す
。
和

賀
川
の
コ
ー
ス
は
流
れ
の
急
な
場
所
が
あ
り
、

逆
に
緩
や
か
な
場
所
も
あ
る
な
ど
楽
し
め
る

コ
ー
ス
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
細
井
町
長
は
「
３
・
11
の
大
震

災
で
は
自
然
の
力
の
す
ご
さ
、
恐
ろ
し
さ
を

本
当
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
日
は
、

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
て
楽
し
ま
せ
て
も
ら

う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
本
町
の
米
澤

隆
光
さ
ん
（
太
田
）・
佐
々
木
隆
嗣
さ
ん
（
前

郷
）
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
熱
い
戦
い
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
30
度
を
超
え
る
真
夏
日
と
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
選
手
は
水
し
ぶ
き
を
体
い

っ
ぱ
い
に
浴
び
る
な
ど
爽
快
感
を
堪
能
し
ま

し
た
。
上
位
３
チ
ー
ム
へ
の
表
彰
の
ほ
か
、

カ
ッ
プ
ル
、
レ
デ
ィ
ー
ス
、
親
子
の
各
賞
に

加
え
、
20
回
大
会
を
記
念
し
て
20
位
の
チ
ー

ム
に
ゴ
ム
ボ
ー
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ゼ
ッ

ケ
ン
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
湖
畔
で
の
や
す
ら

ぎ
の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
７
チ
ー
ム
12
人
が
出
場
し
、

有
馬
治
さ
ん
（
弁
天
）・
近
藤
英
也
さ
ん
（
猿

橋
）
ペ
ア
が
６
位
に
入
る
健
闘
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

和
賀
川
の
清
流
で
52
チ
ー
ム
が
集
う

緊張の面持ちで宣誓
　

７
月
10
日
、

錦
秋
湖
湖
面

活
用
促
進
事

業
実
行
委
員

会
の
主
催
で

町
な
ど
が
共

催
す
る
和
賀

川
ゴ
ム
ボ
ー

ト
川
下
り
大

会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
昨

年
度
は
諸
事

有馬・近藤ペア

高橋夫妻照井・高橋ペア

米澤・佐々木ペア

自
然
自
然
の

恵
み
恵
み
に

感
謝
感
謝

自
然
の

恵
み
に

感
謝

和賀川ゴムボート川下り大会

小澤・高橋ペア

鈴木・佐藤ペア 小野寺・高橋ペア

町内から
の

出 場 艇

湖畔には多く人が応援に

（敬称略）
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例
年
、
雪
氷
ま
つ
り
は
沢
内
マ
ス
タ
ー
ズ

マ
ラ
ソ
ン
と
同
日
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
貝
沢
で
行
わ
れ
て
い
る
銀
河
高
原
ま

つ
り
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冬
に
降
っ
た
雪
を
貯
蔵
し
、
真
夏
に
こ
の

雪
を
使
っ
た
ま
つ
り
が
楽
し
め
る
雪
氷
ま
つ

り
は
24
回
目
を
数
え
、
地
ビ
ー
ル
を
は
じ
め

と
す
る
飲
食
コ
ー
ナ
ー
が
大
好
評
の
銀
河
高

原
ま
つ
り
と
一
緒
に
開
催
す
る
こ
と
い
う
こ

と
で
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
雪
山
す
べ
り
台
も
設
置
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
真
夏
の
雪
遊
び
を
満

喫
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
雪
氷
ま
つ
り
で

恒
例
と
な
っ
て
い
る
保
育
園
児
な
ど
の
「
雪

氷
み
こ
し
」
や
新
た
に
「
氷
柱
早
切
り
選
手

権
」
な
ど
も
行
わ
れ
、
涼
し
さ
も
演
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

物
産
コ
ー
ナ
ー
で
は
採
れ
た
て
の
野
菜
や

花
な
ど
が
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
お
な
じ
み

の
銀
河
ビ
ー
ル
や
銀
河
の
里
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、

イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
な
ど
、
西
和
賀
町
の
名
産

が
取
り
揃
え
ら
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

真
夏
の
雪
遊
び

真
夏
の
雪
遊
び

二
つ
の
ま
つ
り
を
同
一
で
開
催

７
月
17
日
、
沢
内
銀
河
高
原
ホ
テ
ル
前
特
設
会
場
で

西
和
賀
銀
河
高
原
ま
つ
り
＆
雪
氷
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
平
泉
」の
文
化
を
紹
介

雪
国
文
化
賞

　

越
後
雪
か
き
道
場（
新
潟
県
）に

　

さ
ら
に
、
今
年

は
、
県
内
の
「
平

泉
」
が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
、

平
泉
世
界
文
化
遺

産
パ
ネ
ル
展
や
平

泉
に
関
す
る
紙
芝

居
の
読
み
聞
か
せ

な
ど
を
行
い
、
登

録
さ
れ
た
喜
び
を

来
場
者
と
分
か
ち

合
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
雪
氷
ま
つ
り
の
中
で
、
第
21
回
雪

国
文
化
賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
潟
県
長
岡
市
で
活
躍
し
て
い

る
『
越
後
雪
か
き
道
場
』
（
上
村
靖
司
代
表
）

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
道
場
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
中
越
防
災
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
が
中
心
に
な
っ
て
展
開
さ
れ
、
雪
か
き

の
知
識
や
技
術
を
伝
え
て
い
く
組
織
で
す
。

過
疎
や
高
齢
化
が
背
景
に
あ
り
、
地
域
外
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
得
て
い
く
た

め
に
、
雪
に
不
慣
れ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対

し
地
元
の
ベ
テ
ラ
ン
が
雪
か
き
の
知
識
や
技

術
を
伝
授
し
て
い
く
と
い
う
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

受
賞
し
た
上
村
代
表
は
「
雪
を
研
究
す
る

者
と
し
て
雪
国
文
化
賞
の
受
賞
は
た
い
へ
ん

嬉
し
い
で
す
。
雪
か
き
の
手
伝
い
と
い
う
よ

り
人
と
人
の
交
流
が
メ
イ
ン
の
活
動
。
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
を
は
ぐ
く
み
な
が
ら
、
私
た
ち

が
今
こ
こ
に
生
き
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
、
後

に
伝
え
る
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と

受
賞
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
３
年
か
ら
雪
国
文
化
の
向

上
に
顕
著
な
個
人
・
団
体
に
雪
国
文
化
賞
を

授
与
し
て
い
ま
す
。

暑さを忘れさせる雪氷すべり台重さ3.7kgのビール樽投げ

保育園児による雪氷みこしは会場を盛り上げました

平泉世界文化遺産パネル展
ひんやりとした氷柱を汗だくになって切ります

昨年の沢内甚句全国大会およね杯優勝
佐野より子さんの熱唱利きビール大会では全員が大正解

表彰状を受け取る上村代表（右）

西和賀銀河高原まつり＆雪氷まつり
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山
崎
行
夫
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
の
進

展
お
よ
び
町
勢
発
展
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
は
昭
和　

年
６
月
に
当
時
の
湯
田
村
に
勤

２８

務
し
、
昭
和　

年
４
月
か
ら
平
成
元
年
６
月
ま
で
の
２

６２

年
間
湯
田
町
収
入
役
と
し
て
、
翌
７
月
か
ら
平
成
９
年

６
月
ま
で
の
８
年
間
に
わ
た
っ
て
湯
田
町
助
役
と
し
て

在
職
し
、
豊
富
な
行
政
経
験
と
卓
抜
し
た
識
見
を
も
っ

て　

年
間
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
し
て
き

４４
ま
し
た
。

　

収
入
役
時
代
か
ら
、
平
均
寿
命
の
延
び
や
若
年
者
の

町
外
流
出
に
過
疎
化
が
進
行
し
、　

歳
以
上
の
高
齢
化

６５

比
率
が
県
内
で
２
番
目
に
高
い
状
況
に
あ
り
、
高
齢
者

の
福
祉
問
題
は
町
の
大
き
な
課
題
で
し
た
。「
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」
を
目
指
し
、
冬
期
間
の
雪
下
ろ

し
や
通
院
な
ど
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
高
齢
者
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備
に
努

め
た
ほ
か
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
在
宅

で
の
暮
ら
し
の
支
援
に
も
努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

冬
期
間
の
居
住
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
通
所
事
業
を
行

う
と
い
う
点
で
全
国
に
も
ま
れ
に
み
る
形
の
福
祉
施
設

と
し
て
、
平
成
３
年
７
月
に
、
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
悠
々
館
」
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
町
民
の
福
祉
向

上
に
情
熱
を
捧
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
過
疎
化
を
防

止
す
る
た
め
、
平
成
７
年
か
ら
若
者
の
定
住
や
後
継
者

確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
、
町
内
に
在
住
す
る
人
や
転

入
し
た
人
が
結
婚
、
出
産
し
た
場
合
に
最
高
で　

万
円

３０

の
祝
い
金
を
支
給
す
る
「
定
住
促
進
祝
金
支
給
事
業
」
の

確
立
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
は
、
財
団
法
人
湯
田
町
自
治
振
興
公
社
理

事
長
を　

年
間
務
め
る
な
ど
、
温
泉
を
活
用
し
た
観
光

１０

ツ
ア
ー
の
企
画
や
地
元
特
産
品
の
販
売
な
ど
に
も
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
に
あ
た
り
、
山
崎
さ
ん
は
「
今
回
の
受
章

は
職
場
の
先
輩
や
同
僚
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
家
族

の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
町
の
仕
事
は
私
達
が
勤
め
て

い
た
時
代
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
町
民
に
密
着
し

た
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
同
じ
で
す
。
若
い
職
員

が
多
い
の
で
今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
今
後

の
町
の
発
展
に
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　

春
の
叙
勲　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

山崎　行夫さん
（湯本・80歳）

 
民
生
委
員
と
し
て
尽
力

佐
々
木
正
勝
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を 

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
た

佐
々
木
正
勝
さ
ん
（
前
郷
）
が
こ
の
ほ
ど
、
厚
生
労
働
大
臣
特
別

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
法
律
に
よ

り
民
生
・
児
童
委
員
は　

歳
７５

を
超
え
て
の
再
任
が
原
則
認

め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
長
き
に

わ
た
り
尽
力
し
て
き
た
委
員

に
厚
生
労
働
大
臣
が
特
別
に

表
彰
を
行
う
も
の
で
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
平
成
７
年

　

月
か
ら
民
生
・
児
童
委
員

１２に
な
り
、
平
成　

年　

月
ま

２２

１１

で　

年
間
活
躍
し
ま
し
た
。

１５
こ
の
ほ
か
、
役
場
を
平
成
５

年
３
月
に
退
職
し
、
同
年
４
月
か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で
前
郷

２１

公
民
館
長
を　

年
務
め
る
な
ど
、
地
域
活
動
に
も
貢
献
し
て
き

１６

ま
し
た
。

　

表
彰
伝
達
式
は
５
月　

日
、
湯
田
庁
舎
町
長
室
で
行
わ
れ
、
細

２５

井
洋
行
町
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
民
生
・
児
童
委

員
は
、
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
相
談
や
指
導
な
ど
を
行
う

ほ
か
、
福
祉
事
務
所
へ
の
協
力
活
動
を
行
う
民
間
の
奉
仕
者
で

す
。
佐
々
木
さ
ん
は
、「
町
内
に
い
る　

人
の
民
生
児
童
委
員
の

３９

代
表
で
い
た
だ
い
た
表
彰
で
す
。
今
後
も
、
求
め
に
応
じ
て
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
、
地
域
貢
献
に
努
め
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
任
期
を
終
え
る
３
日
前
の
み
ぞ
れ
の
降
る
夜
に
、

一
人
暮
ら
し
世
帯
を
回
り
灯
か
り
が
つ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
歩
き
、
自
身
が
学
ん
で
い
る
俳
句
で
、　

年
間
の
思
い
を
振

１５

り
返
り
ま
し
た
。

　
「 
霙 
る
る
や　

み
ぞ

 
恙 
が
無
き
し
か　

灯
る
火
に
」

つ
つ

【 主 な 経 歴 】

湯田町職員　昭和２７年〜昭和６２年
（昭和３９年８月町政施行。それ以前
は湯田村職員）
湯田町収入役　昭和６２年〜平成元年
湯田町助役　平成元年〜平成９年
湯本行政区長　平成１１年〜平成２２年
財湯田町自治振興公社理事長

平成元年〜平成１１年
湯田町体育協会会長

平成３年〜平成１８年
和賀郡体育協会会長

平成３年〜平成１２年
湯田町陸上競技協会会長

平成３年〜平成１７年
西和賀町陸上協議会会長

平成１７年〜平成１８年

細井町長から佐々木さんへ伝達されました



※「一定以上の所得がある人」＝
国保70歳以上の世帯員及び旧国保
被保険者全員の住民税課税所得と
収入額で判定
●住民税課税所得＝145万円以上
●収入額＝複数世帯で520万円以上、
　単身世帯で383万円以上
　「旧国保被保険者」＝国保被保
　険者から後期高齢者医療の被保
　険者に変わった人 

※「上位所得者」＝国民健康保険加入者の所得合計が年額
　600万円を超える世帯　

■自己負担限度額 

7 0 歳 未 満 の 人
自己負担限度額区　　分

150,000円＋（医療費－500,000円）×１％
４回目以降は83,400円
80,100円＋（医療費－267,000円）×１％
４回目以降は44,400円
35,400円
４回目以降は24,600円

上位所得者※

住民税課税世帯

住民税非課税世帯

7 0 歳 以 上 の 人
外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）区　　分

80,100円+(医療費‒
267,000円)×1%
4回目以降は44,400円

44,400円

24,600円

15,000円

44,400円

12,000円

8,000円

8,000円

一定以上の所得
がある人※

一　　　　　般

住民税非課税世帯 Ⅱ

住民税非課税世帯 Ⅰ
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各
種
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

〜
現
在
手
元
に
あ
る
各
種
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
〜

国保

 　

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
な

ど
、
国
保
へ
加
入
す
る
際
に
は　

日
以
内

１４

に
届
出
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
加
入
手
続

き
が
遅
れ
る
と
保
険
税
は
さ
か
の
ぼ
っ

て
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

同
様
に
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す

る
と
き
な
ど
、
国
保
を
脱
退
す
る
際
に
も
、

脱
退
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
国
保
被
保
険

者
証
が
手
元
に
あ
る
た
め
、
う
っ
か
り
そ

れ
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
国
保

が
負
担
し
た
医
療
費
は
あ
と
で
返
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
様
の
不
利
益
に
な
る

こ
と
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き
は

早
め
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
国
保
の
手
続
き
は
お
早
め
に

 　

高
齢
受
給
者
証（
以
下
、
受
給
者
証
）は
、

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
国
保
の
被
保
険

７０

７５

者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
所
得
に
応
じ
た

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
、
病
院

に
か
か
る
と
き
に
は
必
ず
持
参
し
て
保

険
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
受
給
者
証
は
、
毎
年
７
月
末
が
有

効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い

受
給
者
証
は
７
月
中
に
該
当
者
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。
新
し
い
受
給
者
証
が
届
い

◎
高
齢
受
給
者
証

た
ら
記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
古
い
受
給
者
証

は
記
載
内
容
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
細

か
く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
各
自
で
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

▲

高
齢
受
給
者
証
は
白
色
で
す
。

 　
　

歳
未
満
の
国
保
の
被
保
険
者
は
、
入

７０
院
時
に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」（
以
下
、

認
定
証
）
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す

る
と
、
一
か
月
毎
の
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
支
払
う
金
額
が
世
帯

ご
と
の
所
得
区
分
に
応
じ
た
自
己
負
担

限
度
額
（
表
参
照
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
、

食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
は
、
毎
年
７
月
末
が
有
効

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
入

院
が
必
要
な
方
や
新
た
に
入
院
す
る
方

は
、
役
場
の
窓
口
で
認
定
証
の
交
付
申
請

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の

◎
限
度
額
適
用
認
定
証

際
は
、
印
鑑
（
現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
は
認
定
証
も
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
院
時
に
認
定
証
を
提
示
で
き

な
か
っ
た
場
合
で
も
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
は
、
申
請
す
る
と
、
限
度
額

を
超
え
た
分
が
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

▲

限
度
額
適
用
認
定
証
は
ク
リ
ー
ム
色
で
す
。
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６
月
18
日
、
青
森
県
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
（
青
森
市
）
で
行
わ
れ
た
、
第
66
回

東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
に
お
い
て
、

県
立
西
和
賀
高
等
学
校
（
北
村
東
校
長
）
２

年
生
の
吉
田
寛
典
君
（
沢
内
中
出
身
）
が
５

０
０
０
ｍ
競
歩
競
技
で
２
２
分
２
７
秒
４
８

の
タ
イ
ム
で
見
事
４
位
に
入
賞
し
、
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

吉
田
君
は
５
月
に
開
催
さ
れ
た
県
高
校
総

体
で
準
優
勝
し
、
東
北
大
会
に
出
場
。
東
北

大
会
で
は
、
県
大
会
で
優
勝
し
た
選
手
を
敗

っ
て
の
４
位
入
賞
と
な
り
喜
び
も
ひ
と
し
お
。

吉
田
君
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
「
４
位
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
で
き
る
ギ
リ
ギ
リ
の

結
果
で
し
た
が
、
せ
っ
か
く
つ
か
ん
だ
チ
ャ

ン
ス
な
の
で
、
今
ま
で
練
習
し
て
き
た
こ
と

を
す
べ
て
出
し
き
っ
て
思
い
っ
き
り
プ
レ
ー

し
て
き
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
で
出
場
す
る
米
倉
祐
樹

君
（
沢
内
中
出
身
）
は
、
団
体
戦
と
50
㎏
級

で
出
場
。
５
月
に
開
催
さ
れ
た
県
高
校
総
体

団
体
戦
で
は
、
す
べ
て
の
試
合
で
先
勝
し
県

高
校
総
体
で
盛
岡
工
業
高
校
の
２
年
ぶ
り
の

優
勝
を
導
き
、
６
月
23
日
に
本
県
の
八
幡
平

市
で
開
催
さ
れ
た
東
北
高
校
選
手
権
で
も
３

位
入
賞
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

個
人
戦
で
の
出
場
と
な
る
50
㎏
級
は
レ
ス
リ

ン
グ
競
技
の
中
で
最
軽
量
の
ク
ラ
ス
。
県
高

校
総
体
で
見
事
優
勝
し
て
の
出
場
で
、
上
位

入
賞
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
倉

北
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
出
場

競　
　
　

歩
・
西
和
賀
高
校
２
年
・
吉
田
寛
典　
君
（
若
畑
）

レ
ス
リ
ン
グ
・
盛
岡
工
業
高
校
２
年
・
米
倉
祐
樹　
君
（
貝
沢
）

君
は
７
月
９
、
10
日
に
北
上
市
で
行
わ
れ
た

県
民
体
育
大
会
で
も
２
種
目
で
優
勝
し
、
11

月
に
山
口
県
で
行
わ
れ
る
国
体
の
出
場
も
決

め
ま
し
た
。

　

今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
北
東
北
で
の
開

催
と
な
っ
て
い
ま
す
。
陸
上
競
技
は
８
月
３

日
か
ら
７
日
ま
で
北
上
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
（
北
上
市
）
で
行
わ
れ
、
吉
田
君
が

出
場
す
る
５
０
０
０
ｍ
競
歩
は
８
月
４
日
に

予
選
が
、
翌
５
日
に
決
勝
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
米
倉
君
が
出
場
す
る
レ
ス
リ
ン
グ
競

技
は
団
体
戦
が
８
月
１
日
に
、
個
人
戦
が
８

月
３
日
に
八
幡
平
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

（
八
幡
平
市
）
で
行
わ
れ
ま
す
。
地
元
岩
手

で
の
２
人
の
活
躍
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

沢
内
中　
高
橋
君
は
東
北
大
会
に

　
　
　
陸
上
・
共
通
８
０
０
ｍ
で

　

７
月
２
日
、
県
営
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

（
盛
岡
市
）
で
開
催
さ
れ
た
、
第
57
回
全
国

中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会
岩
手
県
大
会
で
、

沢
内
中
学
校
３
年
の
髙
橋
佑
哉
君
（
猿
橋
）

が
共
通
８
０
０
ｍ
で
２
分
７
秒
１
８
で
４
位

に
入
賞
し
東
北
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

髙
橋
君
は
、
６
月
に
行
わ
れ
た
同
大
会
北
上

地
区
予
選
を
１
位
で
通
過
し
、
震
災
の
た
め

予
選
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
地
区
を
除
い
た

予
選
記
録
の
中
で
も
３
位
に
入
る
な
ど
、
今

大
会
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

東
北
大
会
は
、
８
月
８
日
〜
10
日
に
秋
田

県
大
館
市
の
大
館
市
長
根
山
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

沢
内
中
学
校
で
は
、
同
大
会
で
髙
橋
君
の

ほ
か
、
同
じ
く
３
年
生
の
髙
橋
汰
空
君
（
大

野
）
も
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
・
砲
丸
投
・
走

高
跳
・
４
０
０
ｍ
の
競
技
を
行
い
、
そ
の
記

録
を
点
数
に
換
算
し
競
う
共
通
混
成
４
種
競

技
で
７
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
、
水
沢
総
合
体
育
館（
奥
州
市
）

で
行
わ
れ
た
岩
手
県
民
体
育
大
会
の
バ
レ
ー

競
技
（
成
年
男
子
Ｂ
）
で
本
町
の
選
抜
チ
ー

ム
（
高
鷹
仁
監
督
・
湯
川
）
が
出
場
し
、
４

年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

初
戦
は
強
豪
の
滝
沢
村
を
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト

２
ー
１
で
破
り
、
決
勝
戦
は
住
田
町
を
２
ー

０
と
寄
せ
付
け
ず
快
勝
し
ま
し
た
。

岩
手
県
A
B
C
級
水
泳
大
会

淀
川
君（
湯
田
小
４
年
・
川
尻
）が

第
３
位

　

６
月
26
日
、
湯
本
室
内
温
泉
プ
ー
ル
で
岩

手
県
水
泳
連
盟
が
主
催
、
西
和
賀
町
水
泳
協

会
（
溝
渕
郁
夫
会
長
・
白
木
野
）
が
主
管
す

る
第
56
回
岩
手
県
A
B
C
級
水
泳
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
岩
手
県
、
秋

田
県
、
宮
城
県
の
３
県
か
ら
１
３
２
人
が
出

場
し
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
大
会
と
し

て
行
わ
れ
、
お
よ
そ
70
種
目
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、川
尻
の
淀
川
絢
音
さ
ん（
湯

田
小
６
年
）
と
泰
誠
君
の
兄
弟
が
出
場
し
、

泰
誠
君
が
小
学
校
４
〜
６
年
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ

イ
で
４
０
秒
８
８
の
記
録
で
見
事
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

先頭集団で力走する吉田君
（中央・県選手権大会）

東北大会での米倉君（右）の勇姿

力走する髙橋君

県
民
体
育
大
会
バ
レ
ー
競
技

　
　
　

（
成
年
男
子
Ｂ
）で
優
勝

た
か
ら
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沢
内
中
・
柔
道
部
と
陸
上
部
が
県
大
会
へ

２
選
手
が
東
北
大
会
へ
出
場
決
め
る

　

７
月
16
日
、
17
日
の
両
日
に
行
わ
れ
た
岩

手
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
に
、
沢
内
中
学

校
柔
道
部
と
陸
上
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

柔
道
競
技
は
二
戸
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
団
体
戦
は
２
回
戦
で
敗
退

し
た
も
の
の
、
個
人
戦
に
出
場
し
た
50
㎏
級

の
３
年
生
の
髙
橋
汰
空
君
（
大
野
）
が
決
勝

に
進
み
、
決
勝
戦
で
は
久
松
選
手（
長
内
中
）

に
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
見
事
準
優
勝
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
55
㎏
級
に
出
場
し
た
弟

の
航
太
君
（
大
野
）
も
３
位
に
入
る
健
闘
を

見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
上
競
技
は
岩
手
県

営
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
共
通
８
０
０
ｍ

に
出
場
し
た
髙
橋
佑
哉
君
（
猿
橋
）
が
５
位

に
入
る
健
闘
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
柔
道

の
汰
空
君
、
航
太
君
は
東
北
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

〈
東
北
大
会
へ
〉

　

（
県
大
会
で
の
順
位
・
カ
ッ
コ
は
学
年
）

　

柔
道　

個
人　

50
㎏
級

　
　
　
　
　
　
　

第
２
位　

髙
橋
汰
空（
３
）

　
　
　
　
　
　
　

55
㎏
級

　
　
　
　
　
　
　

第
３
位　

髙
橋
航
太（
１
）

〈
県
大
会
出
場
者
〉

　

柔
道　

団
体　

沢
内
中
学
校

陸
上
競
技
ト
ッ
プ
選
手
が
や
っ
て
き
た

湯
田
小
で
ハ
ー
ド
ル
競
技
を
指
導

　

町
陸
上
競
技
協
会
長
で
あ
る
髙
橋
哲
雄
さ

ん
が
、
６
月
25
日
に
「
岩
手
県
陸
上
競
技
協

会
会
長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞

は
長
年
に
わ
た
り
県
の
陸
上
競
技
の
発
展
に

寄
与
し
た
人
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
本
町
で

は
初
受
賞
と
な
り
ま
す
。
髙
橋
さ
ん
は
、
競

技
者
と
し
て
も
短
距
離
選
手
と
し
て
県
内
外

で
活
躍
し
た
ほ
か
、
30
年
以
上
の
長
き
に
わ

た
り
競
技
審
判
員
を
務
め
、
各
種
大
会
の
運

営
や
青
少
年
の
健
全
育
成
普
及
に
尽
力
し
て

き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、

町
陸
上
競
技
協
会
の
会
長
を
は
じ
め
、
様
々

な
分
野
の
要
職
を
歴
任
す
る
な
ど
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

６
月
24
日
に
、
町
教
育
委
員
会
と
町
立
湯

田
小
学
校
（
佐
々
木
勝
広
校
長
）
が
主
催
す

る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用
向
上
事
業
陸
上
教
室

が
同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

文
部
科
学
省
・
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協

会「
子
ど
も
の
体
力
向
上
啓
発
事
業
」の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
、
講
師
は
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド

ル
の
元
日
本
記
録
保
持
者
の
大
朝
尚
子
（
旧

姓
：
小
林
）
さ
ん
で
、
湯
田
小
学
校
５
、
６

年
生
51
人
が
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

　

大
朝
さ
ん
は
、
講
話
で
「
夢
を
持
っ
て
そ

れ
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る
こ
と
が
大
事
」
と

話
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
様
子
、
そ
し
て
０
．
０
３
秒

の
差
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
行
け
な
か
っ
た
悔

し
い
体
験
、
そ
の
後
、
目
標
を
見
失
い
ハ
ー

ド
ル
が
嫌
い
に
な
っ
た
こ
と
、
新
た
に
指
導

者
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
育
て
る
こ

と
に
目
標
を
定
め
た
経
緯
な
ど
を
話
し
ま
し

た
。

髙
橋
哲
雄
さ
ん（
清
水
ヶ
野
）が

　
　
　

県
陸
協
会
長
賞
を
受
賞

　

柔
道　

個
人　

66
㎏
級　

本
多
宏
平（
３
）

　
　
　
　
　
　
　

73
㎏
級　

髙
橋
星
哉（
３
）

　

陸
上　
　
　

４
０
０
ｍ　
為
田
桂
太
郎（
３
）

　
　
　
　
　
　

８
０
０
ｍ　

髙
橋
佑
哉（
３
）

　
　
　
　
　

１
５
０
０
ｍ　

深
澤
諒
太（
３
）

　
　
　
　
　

３
０
０
０
ｍ　

吉
田
雅
昴（
３
）

　
　
　
　
　
　

８
０
０
ｍ　

北
村　

渚（
１
）

　
　
　
　
　

１
５
０
０
ｍ　

田
中
風
花（
１
）

　
　
　
　
　

県大会で優勢に試合を進める
髙橋汰空君（右）

県陸協会長表彰を受賞した髙橋さん

　

当
日
は
、
大
雨
で
実
技
は
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ハ
ー
ド
ル
を

跳
ぶ
た
め
の
基
礎
練
習
を
行
い
、
実
際
に
公

認
競
技
で
使
わ
れ
る
ハ
ー
ド
ル
に
触
れ
、
高

さ
や
距
離
を
体
験
し
ま
し
た
。
最
後
は
リ
ズ

ム
よ
く
ハ
ー
ド
ル
を
跳
ぶ
練
習
を
行
い
、
ほ

と
ん
ど
の
児
童
が
テ
ン
ポ
よ
く
跳
ん
で
い
ま

し
た
。

　

閉
会
式
で
大
朝
さ
ん
か
ら
「
今
日
の
ハ
ー

ド
ル
体
験
を
き
っ
か
け
に
将
来
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ー
ド

ル
以
外
で
も
自
分
の
目
標
が
達
成
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
で
す
」
と
児
童
た

ち
へ
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
、
６
年
生
の
淀

川
絢
音
さ
ん
（
川
尻
）
が
「
最
初
は
ハ
ー
ド

ル
に
興
味
が
な
か
っ
た
け
ど
、
体
験
し
て
面

白
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
秋
の
陸
上
記

録
会
に
今
日
の
体
験
を
活
か
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
話
し
ま
し
た
。

実際の高さや距離を測定
（右から２人目が大朝さん）

未来のオリンピック選手を目指し

た
か
ら

こ
う
た
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各委員から利用促進のための意見が出されました

 薪 ストーブ普及を目指して
まき

　町は、７月５日に町内の関係機関や団体などで組
織する森林エネルギー利用促進協議会を設立しまし
た。この協議会は、平成２２年度に策定した「 薪 利用

まき

最適化システム構築計画」を推進していくことを目
的とし、森林エネルギー普及のための研修会の開催
や薪ストーブの展示会開催などが盛り込まれた事業
計画などが承認されました。会長には町森林組合代
表理事組合長の照井洸さん（長瀬野）が、副会長に
は町社会福祉協議会事務局長の高橋純一さん（小繋
沢）が選任されました。
　計画では平成２９年度までに薪利用世帯５０％、１１００
世帯以上を目指しており、町で９割を占めている森
林エネルギーの活用を図っていきます。

和賀川の清流を守る会設立４０周年記念事業
すばらしい環境を守るために
　７月１日、北上・西和賀地区の関係団体などで組織
する和賀川の清流を守る会（会長・高橋敏彦北上市
長）の設立４０周年記念事業が、本町の耳取地区親水
レクリエーション広場で行われました。
　記念事業には、湯田小学校（佐々木勝広校長）の
４年生児童１９人も参加し、ヤエザクラの記念植樹と
錦秋湖にイワナ３，５００匹の放流を行いました。同校
の高橋 優 

ゆう

 人 君は「イワナはぬるぬるしていました。
と

元気に大きくなって欲しいです」と話していました。
　県環境アドバイザーの佐井守さんから「和賀川流
域の生き物について」と題した講演も行われ、今後も
和賀川周辺の環境保全に努めていくことを確認し合
いました。

参加者全員で記念撮影を

交通事故死亡ゼロ継続へ
誓い新たに北上地方交通安全協会
湯田支会で１０００日達成
　７月９日、クアハウス巣郷温泉で関係者およそ７０
人が参加し北上地方交通安全協会湯田支会（真壁信
男会長・上野々）の通常総会が行われました。
　総会に先がけて優良運転者表彰と交通死亡事故ゼ
ロ継続１０００日達成を記念し、達成に尽力してきた個
人、団体に湯田支会長表彰ならびに感謝状が贈られ
ました。あいさつの中で真壁会長は「今の交通事情
の中で１０００日達成ができたことは、関係する皆さん
のおかげです。危険は常にありますが、それぞれ地
域で活動してもらっていることに感謝します」と話
しました。表彰をされた個人、団体は次のとおりで
す。

〈湯田支会長表彰〉
　玉泉寺　泉　全英    
　北上信用金庫西和賀支店
〈湯田支会長感謝状〉
　有限会社　高啓建築
　湯之沢地区ＰＴＡ
　新田郷交通安全会

　　　　　　　　　　　　　　継続へ誓い新たに

新
農
業
委
員
を
選
任

地域おこし協力隊員を委嘱
　７月１日付けで地域
おこし協力隊員として
赤坂卓郎さんを委嘱しま
した。

教育委員に平藤寿子さん
　６月１７日に沢内庁舎議場で行
われた定例議会で、欠員が生じ
ていた教育委員に平藤寿子さん
を選任しました。任期は６月２３
日から１２月３１日までとなります。

　農業関係団体の役員等の変更により、新たに推薦
のあった２人を選任しました。
任期は平成２３年６月２４日から平成２４年１０月３１日です。

花巻農業協同組合推薦
吉田　正志（川舟）

西和賀町土地改良区推薦
藤原　輝夫（川舟）

地域おこし協力隊
赤坂　 卓郎 （柴波町）

たくろう
教育委員

平藤　 寿 
ひさ

 子 （左草）
こ



NISHIWAGA TOPICS地域レーダー

11 NISHIWAGA－2011.07.

西和賀の四季を写真に 湯本温泉郵便局で写真展

　髙橋成治さん（湯田）が、湯本温泉郵便局のロビーで自身が撮影した
写真展を開催しています。
　この写真展は、今年１月から12月までの１年間行われるもので、その
時期にあった写真2枚を展示しています。7月は夏の花・テッセン、シ
ロツツジ、8月は鳥海山の残雪、林道奥三ツ森山線からの遠望、9月は
オロセ倉の湖上遊覧、10月は紅葉の白糸の滝などが展示される予定で
す。
　郵便局を訪れていた女性は、「写真も大変すばらしいし、毎月作品を
交換するという意気込みにもさらに感心します」と話していました。

生命尊重の精神を後世へ 映画「いのちの山河」益金の一部を寄付

　6月24日、劇映画「いのちの山河～日本の青空Ⅱ～」製作・上映運動
を成功させる岩手の会から、ＮＰＯ法人深澤晟雄の会へ映画の益金から
50万円が寄付されました。
　「いのちの山河」の県内上映は、昨年度まで20市町村で行われてお
り、およそ2万5千人が同映画を鑑賞しているとのこと。寄付金は、今
後さらに生命尊重の精神を後世へ引き継いで欲しいという同会の願いが
込められており、同会の遠藤寿美子副代表から深澤晟雄の会の太田祖電
理事長に手渡されました。太田理事長は「資料館の充実をという気持ち
に答え、一生懸命頑張っていきたい」と話していました。
　この日は、一関准看護高等専修学校の学生が同資料館の見学、当時保
健師をしていた髙橋ミヨさん（新町）から、深澤村長時代の村の状態や
乳児死亡率ゼロに向けて取り組んだ様子などを聞きくなど、医療職を目
指す学生らにも生命尊重の精神が伝えられました。

　小学校統合に伴い、旧小学校ごとに組織されていた教育振興会を実践班とし、新たに旧湯田町全体を対象
とした湯田地区教育振興会の設立総会が7月5日、役場湯田庁舎で行われました。冒頭のあいさつで野中孝
勇教育長は「学校が終われば子ども達は家に帰ります。学校が近くになくなってさみしくなったという気持

ちがあると思うが、帰ってくる子ども達を見守りながら地域での運動も
確立していって欲しいと思います」とあいさつしました。　総会では、
設立までの経過報告、規約の承認、役員の選出を行ったほか、今年度の
事業計画と予算を決定しました。具体的な取り組みとして、あいさつ標
語の募集・配布、家庭学習週間の設定、読書活動の充実などが盛り込ま
れ、地域一体となり活動していくことを確認しました。
　会長には田村壮一さん（川尻）、副会長には高橋悟さん（湯田）と高
橋司さん（白木野）がそれぞれ選ばれました。

自分の生きる道を探しに 西高生が町内企業を訪問

地域で子どもを育むために 湯田地区教育振興会を設立

寄付金は遠藤副代表から太田理事長へ

活発な意見交換が行われました

業務用ミシンで作業体験も

湯本温泉郵便局に飾られている髙橋さんの写真

　6月29日、県立西和賀高校（北村東校長）の就職を希望する3年生23
人が、町内の企業訪問を行いました。この研修は西和賀商工会と西和賀
町企業連絡協議会が主催し毎年実施しているもので、縫製工場やホテル
など町内８企業を訪問しました。
　このうち、アウトドアスポーツウエアなどを製造している廣瀬産業㈱
岩手沢内工場では、作業工程をたどりながら説明をうけた後、実際に使
用されているミシンを使い作業体験をしました。作業を体験した佐々木
竜也さん（川舟）は「思ったより使いやすかったし、作業は楽しく感じ
ました」と話していました。また、精密部品・精密金型を製作している
北上宝飾㈱では、西和賀高校を卒業し、4月から同社で働いている先輩
から自身の体験からアドバイスを受けるなど、今後の進路の参考になっ
たようです。



12

○
６
月
23
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
西

和
賀
町
で
の
６
月
の
記
録
更
新
と
な

る
集
中
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
こ
う

む
り
ま
し
た
。
住
宅
や
農
地
な
ど
で

大
き
く
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
お
見

舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
町
と
し
て
も

一
日
も
早
い
手
当
て
を
進
め
ま
す
。

災
害
発
生
時
は
、
対
策
本
部
を
設
置

し
対
策
を
と
り
ま
す
が
、
被
害
が
広

範
に
及
ぶ
な
ど
情
報
収
集
に
時
間
が

か
か
る
場
合
、
特
定
箇
所
に
対
す
る

出
動
な
ど
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
「
自
分
の
家

は
」
、
「
隣
の
家
は
」
と
、
自
助
、

共
助
の
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
今
年
も
暑
い
夏
に
な
り
ま
し
た
。
農

作
物
に
被
害
が
な
い
よ
う
に
祈
り
ま

す
。
夏
と
い
え
ば
高
校
野
球
、
岩
手

県
大
会
も
開
幕
し
ま
し
た
。
「
西
和

賀
」
の
期
待
と
大
看
板
を
背
負
っ
て

出
場
の
西
和
賀
高
校
。
残
念
な
が
ら

１
回
戦
で
５
―
７
沼
宮
内
高
校
に
敗

れ
ま
し
た
。
試
合
は
全
く
互
角
の
戦

い
で
し
た
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に

は
必
ず
勝
敗
と
い
う
決
着
が
あ
り
ま

す
。
８
回
裏
、
逆
転
し
２
点
リ
ー
ド
、

最
終
回
あ
と
三
つ
で
２
回
戦
へ
。
９

回
、
ま
さ
か
の
４
失
点
で
敗
退
。

○
こ
の
劇
的
な
ド
ラ
マ
か
ら
、
西
和
賀

高
校
生
は
何
を
学
ん
だ
か
。
反
省
す

べ
き
何
か
に
気
づ
い
た
ら
、
ぜ
ひ
と

も
高
校
生
活
の
中
で
取
り
返
し
を
つ

け
て
卒
業
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
偉

人
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。
『
人
間
は

二
通
り
し
か
な
い
。
成
功
者
と
失
敗

者
で
は
な
い
。
成
功
も
失
敗
も
す
る

人
と
成
功
も
失
敗
も
し
な
い
人
で
あ

る
』…

○
た
か
が
ス
ポ
ー
ツ
で
も
敗
を
「
失
敗
」

と
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
し

か
し
、
そ
こ
で
気
づ
く
べ
き
大
事
な

こ
と
は
、
「
失
敗
」
と
い
う
貴
重
な

ス
テ
ー
ジ
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。

こ
の
き
っ
か
け
に
よ
り
、
「
成
功
」

の
チ
ャ
ン
ス
も
身
近
に
芽
生
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
自
信
を
持
つ
べ
き

で
す
。

○
前
震
災
復
興
相
は
、
「
岩
手
で
キ
ッ

ク
オ
フ
し
て
、
３
日
で
ノ
ー
サ
イ
ド

に
な
っ
た
」
と
―
。
こ
れ
を
聞
い
た

ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
は
嘆
き
ま
す
。
死

力
を
尽
く
し
て
戦
っ
た
者
同
士
が
、

互
い
の
健
闘
を
た
た
え
る
、
そ
の
時

を
指
す
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
。
不
用
意

な
言
葉
遣
い
は
、
人
間
性
を
露
骨
に

教
え
る
。
汗
し
て
学
ん
だ
青
春
の
日
々

ほ
ど
貴
重
な
も
の
は
な
い
。

感
動
を
あ
り
が
と
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
７
月
15
日
）

NISHIWAGA－2011.07.

税
務
会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
会
計
課　

☎
8
2

－

3
2
8
3

【
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
】

◇
新
増
築
の
家
屋
の
届
出
に
つ
い
て

　

更
地
に
建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
ど
ん
な

に
小
さ
い
場
合
で
も
建
設
課
に
建
築
確
認
申

請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
増
改
築
の
場
合
は
10
㎡
以

上
で
す
。
そ
の
後
、
税
務
会
計
課
職
員
が
お

伺
い
し
て
、
家
屋
評
価
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
建
築
確
認
申
請
書
は
必
ず
提
出

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

建
築
確
認
申
請
に
該
当
と
な
ら
な
い
10
㎡

未
満
の
増
改
築
に
つ
い
て
は
届
出
が
必
要
で

す
。
家
屋
評
価
は
、
固
定
資
産
税
の
基
礎
と

な
る
評
価
額
を
正
し
く
算
出
す
る
た
め
に
行

う
大
切
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
以
前
に
お
い
て
既
に
居
宅
、

車
庫
、
作
業
場
等
の
家
屋
を
新
増
改
築
さ
れ

た
人
で
、
ま
だ
評
価
の
済
ん
で
い
な
い
家
屋

が
あ
り
ま
し
た
ら
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
遅
れ
る
と
、
一
度
に
多
く
の
固
定
資

産
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

◇
家
屋
の
取
り
壊
し
に
つ
い
て

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
家
屋
滅
失

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
記
し
て
い
る
家
屋
を
法
務
局
で

滅
失
登
記
の
手
続
き
を
さ
れ
た
場
合
は
、
家

屋
滅
失
届
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
未
登
記
家
屋
に
つ
い
て

　

未
登
記
家
屋
を
売
買
、
贈
与
、
相
続
等
に

よ
り
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

名
義
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
の
届
出
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
次
年

度
も
引
き
続
き
同
じ
条
件
で
課
税
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
も
届
出

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
税
金
の
納
付
に
つ
い
て
】

　

今
月
を
も
っ
て
、
平
成
23
年
度
当
初
課
税

納
税
通
知
書
の
発
送
が
終
わ
り
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
課
税
内

容
に
誤
り
が
な
い
か
納
税
通
知
書
の
内
容
を

確
認
の
上
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
下
さ
い
。

あ
ら
か
じ
め
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
申
し

込
ん
で
い
る
人
は
、
納
期
限
の
日
が
振
替
日

と
な
り
ま
す
の
で
口
座
残
高
の
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
必
ず
納
期

限
の
前
に
税
務
会
計
課
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

今
月
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
と
納
期
限

※

納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は

　

8
月
1
日
㈪
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税　

１
期

固
定
資
産
税　

２
期

介
護
保
険
料　

１
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

１
期
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西和賀に
⑱㉒

▶世帯数と人口を教えてください。
　世帯数は144世帯、人口は317人
です。（6月末現在）
▶行政区の範囲は
　現在の上野々区は、ほっとゆだ
駅前の三五橋から県道湯川線の天
子森までの区間1.5km、上野々39地
割からなっています。
▶上野々区の見どころは
　「ほっとゆだ駅」の近くに位置
し、町の施設としては文化創造館
（銀河ホール）・歴史民俗資料館などがあり、文化・
芸術の拠点としてはもちろん、観光としても一躍を担
っています。
　特にも文化創造館は町随一の芸術施設であり、地域
演劇祭など数多くの催しに利用されています。
　地区での行事の特徴は、住民の健康増進を図ること
を願って、公民館裏の広場を整備し自治活動支援事業
が始まった初年度に用具を備え、グラウンドゴルフ８
ホールを常設して子供会から高齢者まで幅広い参加に
よりスポーツ大会を開いているなど、他地区にはない
特色のある活動かと思っています。他の行事としては
盆踊り大会・還暦と古希を祝う会・雪あかり行事への
参加など盛りだくさんの行事を協議会として取り組ん
でいます。特に雪あかりのテーマは「雪林の夢あかり」

と称し郵便局前の林の
中の数多くの雪像から
のともしびは、観る人
の気持ちを和らげ「幻
想の世界」に誘い込む
というほのぼのとさせ
る作品として、遠方か
ら来る人からも好評を
得ています。

おらほの見どころ

上野々区 お話を聞きました
行政区長　石川　　洵さん

▲地区交流会でのひとこま ▲民生委員さんにも出席してもらいクラブ壮行会を▲地区交流会でのひとこま

―ともに歩む― ⑱

　「はまなすの会」（菅野兼冶代表幹事・陸前高田市）は、４
月から対滝閣（湯本）で生活していた陸前高田市のみなさんの
自治会組織です。４月４日に本町に来てから、市や関係機関か
らの連絡調整やみんなからの意見や要望を取りまとめる組織と
して、対滝閣に避難したおよそ50人で組織しました。会では、
企画してもらったイベントのお知らせ、参加できる人数などを
取りまとめたり、会員でできるボランティアを把握し、福祉施
設などで実践したりと様々な活動をしてきました。
　そのはまなすの会の皆さんも、ほとんどが仮設住宅の入居が
決まり、本町を離れることになりました。受入れをしていた対
滝閣女将の大澤幸子さんは「皆さんは大変チームワークが取れ
ていました。田植えなども体験したので、秋の収穫時期にはま
た来てくれるでしょう」と話していました。また笑顔で西和賀
町に来てくれることをお待ちしています。

岩手県

秋田県

主要地方道
盛岡横手線

国
道
1
0
7
号

上野々

西和賀町との縁を大事に

▲イベントのお礼を話す菅野さんと皆さん

対滝閣避難者の会「はまなすの会」

「すべては子どもたちのために」

森　川　静　子さん（55歳）新町

▶西和賀の印象は 
　雪が多いのは大きな特徴であって、そのことで保存食な
どの文化が進んでいる土地だと思っていました。春や夏に
取れた山菜や野菜などを加工・保存して、冬に食べるなど
のアイデアが豊富で、すばらしい食文化があると感じてい
ます。西和賀から著名な方が輩出されるのはそのような食
文化が影響しているのではないでしょうか。各家庭で手を
かけたものを食べる子ども達は、精神的にとても満たされ
ていると感じています。
▶どのような教育を
　社会教育に11年ほど携わってきたので、他の人よりは、
子どもたちはみんなで育てるという意識が強いかもしれま
せん。学校だけでは教育が完結されるものではないので、
地域の皆さんに育ててもらい、家庭教育を大事にしていた
だきたいという気持ちがあります。
▶生徒の様子、どのような学校づくりを
　大変落ち着いていますね。これもやはり食事からきてい
るのでしょうか。
　地域の人たちも大変教育熱心で、子どものために学校に
足を運んでくれます。私のスローガンは「すべては子ども
たちのために」です。どの職員にも子どもを主役に考えて

仕事をするように求めて
います。また、環境整備
についても力を入れてい
きたいと思っています。
すべては生徒が主役です
ので学びやすい環境を整
えてあげたいですね。

せい こ

まこと

沢内中学校長



　

町
で
運
行
し
て
い
る
患
者
輸
送
車
は
お
盆

期
間
中
の
8
月
15
日
㈪
と
16
日
㈫
は
運
休
し

ま
す
。

●
問
合
先
／
保
健
福
祉
課
☎
85
3
4
1
2

　

北
上
地
区
消
防
組
合
で
は
次
の
と
お
り
職

員
を
採
用
し
ま
す
。

●
予
定
人
員
／
消
防
職
（
深
夜
勤
務
等
を
含

　

む
交
替
制
勤
務
）
6
人

●
受
験
資
格
／
高
校
卒
業
（
来
春
卒
業
予
定

　

を
含
む
）
以
上
の
学
歴
を
有
し
、
昭
和
63

　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
（
救
急

　

救
命
士
資
格
取
得
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和

　

61
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）で
、

　

採
用
後
北
上
市
ま
た
は
西
和
賀
町
に
居
住

　

で
き
る
人

●
１
次
試
験
日
／
9
月
18
日
㈰

●
試
験
会
場
／
専
修
大
学
北
上
高
等
学
校

　
（
北
上
市
）

●
申
込
受
付
期
間
／
7
月
8
日
㈮
〜
8
月
12

　

日
㈮

●
申
込
書
提
出
先
／
北
上
市
消
防
組
合
消
防

　

本
部
総
務
課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
。
郵

　

送
の
場
合
は
最
終
日
の
当
日
消
印
有
効

●
問
合
先
／
北
上
市
消
防
組
合
消
防
本
部
総

　

務
課
☎
65
5
1
7
2

　

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募

集
し
ま
す
。
試
験
日
な
ど
募
集
種
目
ご
と
に

異
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
募
集
種
目
／
①
航
空
学
生
②
一
般
曹
候
補

　

生
③
自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格
／
①
高
卒（
見
込
み
含
む
）で
21

　

歳
未
満
②
③
と
も
に
18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
受
付
期
間
／
8
月
1
日
㈪
〜
9
月
9
日
㈮

●
問
合
先
／
自
衛
隊
北
上
地
域
事
務
所
☎
63

　

6
7
3
6
ま
た
は
町
民
課
☎
85
2
1
1
1

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
は
、
消
防
法
の

規
定
に
よ
り
危
険
物
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま
た

は
取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の
取
り
扱
い
作

業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
が
、
3

年
毎
に
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
法
定

講
習
で
す
。
講
習
の
日
程
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
が
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
受
講
義
務
者
／
現
在
、
危
険
物
製
造
所
、

　

貯
蔵
所
ま
た
は
取
扱
所
に
従
事
し
て
い
る

　

人
で
、
平
成
20
年
4
月
1
日
〜
平
成
21
年

　

3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
危
険
物
取
扱
者

　

免
状
を
取
得
し
た
人

●
受
講
受
付
期
間
／
7
月
15
日
㈮
〜
8
月
15

　

日
㈪

●
問
合
先
／
㈶
岩
手
県
消
防
協
会

　

☎
0
1
9
―
6
5
4
―
3
9
9
1

　

ま
た
は

　

岩
手
県
総
務
部
総
合
防
災
室

　

☎
0
1
9
―
6
2
9
―
5
5
5
6

　

岩
手
県
人
事
委
員
会
で
は
、
身
体
障
害
者

を
対
象
と
し
た
岩
手
県
職
員
採
用
選
考
試
験

を
行
い
ま
す
。
試
験
日
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
受
付
期
間
／
7
月
15
日
㈮
〜
8
月
15
日
㈪

●
試
験
職
種
／
一
般
事
務

●
一
次
試
験
日
／
9
月
28
日
㈰

●
試
験
会
場
／
岩
手
県
盛
岡
地
区
合
同
庁
舎

　
（
盛
岡
市
内
丸
）

●
問
合
先
／
岩
手
県
人
事
委
員
会
事
務
局　

　

☎
0
1
9
―
6
2
9
―
6
2
4
1

　

岩
手
県
で
は
、
平
成
23
年
度
調
理
師
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
受
験
資
格
等

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日
時
／
11
月
8
日
㈫

●
試
験
会
場
／
岩
手
県
内
合
同
庁
舎
等
（
10

　

会
場
）（
花
巻
会
場
）花
巻
地
区
合
同
庁
舎

●
申
込
受
付
期
間
／
8
月
29
日
㈪
〜
9
月
9

　

日
㈮

●
問
合
先
／
岩
手
中
部
保
健
所
☎
0
1
9
8

 

―
2
2
―
2
3
3
1

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
特
別
措
置
に
よ
り

運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
が
延
長
さ
れ
て
い

る
人
は
（
震
災
時
に
岩
手
県
に
居
住
し
、
有

効
期
間
の
末
日
が
本
年
3
月
11
日
か
ら
8
月

30
日
ま
で
）、
8
月
31
日
ま
で
に
更
新
手
続

き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

8
月
は
窓
口
が
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
8
月
31
日
を
経
過
し
た
場
合
は
、

更
新
手
続
き
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
、
免

許
が
失
効
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
盛
岡
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
9
―
6
0
6
―
1
2
5
1

　

岩
手
県
と
岩
手
労
働
局
、
い
わ
て
地
域
共

同
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般
求
職
者

の
人
を
対
象
と
し
た
「
い
わ
て
合
同
面
接
会

2
0
1
1
」を
開
催
し
ま
す
。
県
内
の
企
業
・

団
体
が
参
加
し
ま
す
。
事
前
申
込
み
は
不
要

で
入
場
も
無
料
で
す
。

●
日
時
／
8
月
9
日
㈫
13
時
00
分
〜
17
時
00

　

分
●
場
所
／
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ

　

ー
ナ
」（
盛
岡
市
）

●
内
容
／
各
企
業
ブ
ー
ス
を
自
由
に
訪
問
で

　

き
る
ほ
か
、就
農
、福
祉
関
係
、ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
盛
岡
に
よ
る
就
職
相
談
が
で
き
ま
す

●
問
合
先
／
い
わ
て
地
域
共
同
就
職
支
援
セ

　

ン
タ
ー
☎
0
1
9
―
6
5
1
―
0
4
1
5

　

岩
手
県
で
は
、
6
月
6
日
㈪
〜
8
月
19
日

㈮
ま
で
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
若
者
に
よ
る
大
麻
の
乱
用
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
生

の
大
麻
や
不
正
と
知
ら
ず
に
植
え
ら
れ
て
い

14NISHIWAGA－2011.07.

役
場
か
ら

国
や
県
か
ら

患
者
輸
送
車
の
運
休

北
上
地
区
消
防
組
合
職
員
を
募
集

調
理
師
試
験
を
実
施
し
ま
す

運
転
免
許
証
更
新
手
続
き
は

お
済
で
す
か
？

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た

県
職
員
採
用
試
験

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
実
施
の

お
知
ら
せ

い
わ
て
合
同
面
接
会
２
０
１
１

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動



る「
け
し
」が
皆
さ
ん
の
周
り
に
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
全
体
で
呼
び
か
け
て
不

正
大
麻
・
け
し
を
撲
滅
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先
／
岩
手
県
中
部
保
健
所
☎
0
1
9

 

8
―
2
2
―
2
3
3
1

　

北
上
信
用
金
庫
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
更
新
の
た
め
、
8
月
7
日
と
9
月

17
日
〜
19
日
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
休
止
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
日
は
終
日
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
利
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
払
い
戻
し
な
ど
は
お
早
め
に
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

●
休
止
日
／

●
問
合
先
／
北
上
信
用
金
庫
西
和
賀
支
店　

　

☎
82
2
2
2
0

　

8
月
は
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
防
除
時
期

で
す
。
県
内
で
は
こ
こ
数
年
、
水
稲
の
斑
点

米
カ
メ
ム
シ
類
の
防
除
時
期
に
ミ
ツ
バ
チ
の

大
量
死
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
次
の
対
策
を

行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
水
稲
農
家
の
対
策

　

①
養
蜂
家
へ
の
防
除
時
期
の
伝
達
（
散
布

　

の
2
週
間
前
）
②
適
期
防
除
（
穂
揃
い
1

　

週
間
後
）
③
農
薬
の
飛
散
防
止
な
ど

■
養
蜂
家
の
対
策

　

①
水
場
の
確
保
（
ミ
ツ
バ
チ
を
水
田
に
近

づ
け
な
い
）
②
周
辺
の
農
家
へ
の
巣
箱
の
位

置
の
周
知
③
巣
箱
の
移
動
な
ど

　

西
和
賀
地
域
の
本
年
の
カ
メ
ム
シ
防
除
適
期

は
8
月
16
日
〜
21
日
頃
で
す
が
、水
稲
の
生
育

状
況
や
カ
メ
ム
シ
の
発
生
状
況
な
ど
に
応
じ
て

防
除
時
期
が
変
わ
って
き
ま
す
。防
除
時
期
に

関
す
る
今
後
の
情
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

西
和
賀
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
☎
82
3
1
2

 

5
ま
た
は
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
西
和
賀
地
域

　

営
農
セ
ン
タ
ー
☎
85
3
3
0
1

 

岩
手
県
司
法
書
士
会
で
は
、
相
続
に
関
す

る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
続
を
登
記

す
る
と
は
、
相
続
し
た
不
動
産
の
名
義
を
変

更
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
相
続
登
記
に
は

期
限
が
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
登
記

手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
た
め
、
手
続
き
が
遅
れ
が
ち

に
な
る
ば
か
り
か
、
何
代
に
わ
た
っ
て
放
置

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
心
当
た
り

の
あ
る
場
合
は
ど
う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
8
月
1
日
〜
8
月
31
日
（
土
日
祝

　

日
を
除
く
）

●
場
所
／
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

※
各
司
法
書
士
事
務
所
に
よ
り
休
み
が
異
な
り

ま
す
の
で
、相
談
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
岩
手
県
司
法
書
士
会

 

☎
0
1
9
―
6
2
2
―
3
3
7
2

●
無
料
相
談
電
話
／
☎
0
1
2
0
―
8
2
3

 

―
8
1
5
（
10
時
〜
13
時
ま
で
）

項　　目
転　　　入
転　　　出
出　　　生
死　　　亡
人　　　口
男
女

世　帯　数

（　）は1月からの累計

物損 人身 負傷 死亡 飲酒区分
実数
累計

14 0
（2）

0
（2）

0
（0）

0

5
14
2
9

6，792
3，185
3，607
2，467

9
3
2
7
16
8
8
2

－
－
－
－
－
－
－
－

（0）

火災・救急の状況

実　　数 前月との比較※掲載を希望しないこともできます。届け出の際にお申し付けください。
（敬称略） 6月16日～7月15日受付分戸籍の窓戸籍の窓戸籍の窓

（6月分）

交通事故の状況 （6月分）

住民の動き （6月末）

（98）
（　）は1月からの累計

交　通 急　病
救急出場件数

火災出場件数

区分

区分

件数

人員
搬送

合計
その他

（3件）
0件

件数
（2件）
0件

（3人）
0人

（70件）
8件

（65人）
8人

（56件）
8件

■救急

■火災

（53人）
7人

（129件）
16件

（121人）
15人

ご 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

髙　鷹　萌　美 （女） 重　春 湯　川
めぐみ

6月16日

6月18日

6月20日

6月29日

7月 3日

7月 7日

7月14日

（86歳）

（84歳）

（77歳）

（93歳）

（76歳）

（81歳）

（89歳）

髙　槗　直　夫

髙　橋　國　雄

東海林　ミ　エ

　　　　　　文

越後谷　幹　雄

髙　槗　　　公

平　澤　シマイ

湯　本

前　郷

川　尻

下　前

大　沓

川　舟

泉　沢
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そ
の
他

北
上
信
用
金
庫
Ａ
Ｔ
Ｍ

休
止
の
お
知
ら
せ

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
防
除
を

〜
ミ
ツ
バ
チ
へ
の
被
害
に
注
意
〜

相
続
登
記
は
司
法
書
士
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

7日㈰

17 日㈯

18 日㈰

19 日㈷

9　月

8　月
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暑
い
夏
！
少
し
の
風
に
あ
で
や
か

な
姿
を
揺
ら
す
あ
や
め
た
ち
。

　

草
取
り
を
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
。
見
に
来
て
く
れ
た
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
！
と
言
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　
　

（
平
成
23
年
７
月
上
旬
撮
影
）

　

例
年
よ
り
早
い
梅
雨
明
け
で
毎
日

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
熱
中
症

予
防
に
は
適
量
の
塩
分
補
給
が
重
要

な
そ
う
で
す
。
熱
中
症
に
気
を
つ
け

て
残
り
少
な
い
西
和
賀
の
夏
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

（
総
務
課
広
報
担
当　

東　

清
彦
）

編
集
後
記

て

に

を

は

暑姿草があ
う
で 暑

な
姿草

り
が

ん
あ

写
真
ス
ケ
ッ
チ

広報にしわがでは「西和賀写真スケッチ」に
掲載する写真を募集しています。

送付先／〒029-5512 岩手県和賀郡西和賀町川尻40-40-71
　　　　西和賀町役場総務課広報係まで
電子メール／soumu@town.nishiwaga.lg.jp

○写真の題材やカメラの種類は問いません。
○写真データまたはプリント写真に、100字程度のコメント、
　撮影場所、撮影者の住所と氏名を添えて役場総務課までお
　送りください。（郵送または電子メール）
○お送りいただいた写真が多数の場合は、１点選考させて頂
　きます。あらかじめご了承ください。

募集

「
あ
や
め
公
園
に
て
」

おすすめの一品 Vol.42

冷やしかけ山菜とろろそば

今年も暑い夏が続きそうですね。この暑さを乗り切
るために、または来客用として西和賀の山菜を贅沢
に使った冷たいおそばがおすすめです！ 

①　山菜を下ごしらえする。塩蔵しているものは銅なべで色出
　　しをする。
②　めんつゆで濃いめにかけ汁を作り、そばにかける。 
③　山菜・擦った山芋を盛りつけて出来上がり。 

作り方

材料 舞茸（なめこ・さわもだしなどでも良いです）
みず　ワラビ  うど　こごみ　山芋　ゆでそば 

　

去
る
７
月
６
日
（
水
）
。
沢
内
中

学
校
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
の
交

流
と
伝
承
活
動
を
か
ね
て
藤
の
鍋
敷

き
作
り
が
行
わ
れ
、
講
師
助
手
と
し

て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
講
師
側
の

人
数
が
足
り
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と

で
、
編
み
細
工
に
興
味
が
あ
る
私
に

も
声
が
か
か
っ
た
次
第
で
す
。
会
場

に
つ
い
て
み
る
と
、
大
先
輩
方
が
結

構
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、

場
違
い
か
・
・
と
い
う
思
い
が
一
瞬

頭
を
か
す
め
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

参
加
す
る
機
会
は
な
さ
そ
う
で
し
た

の
で
踏
み
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
手
仕

事
歴
が
長
い
大
先
輩
た
ち
は
さ
す
が

で
、「
耳
が
遠
い
か
ら
・
・
」

  

「
教
え

る
の
が
下
手
だ
か
ら
・
・
」
と
言
い

つ
つ
も
、
始
ま
る
と
ス
ル
ス
ル
と
手

が
動
き
始
め
ま
す
。
会
場
に
は
楽
し

げ
な
会
話
が
飛
び
交
う
中
、
真
剣
に

取
り
組
む
中
学
生
の
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
本
人

が
完
成
さ
せ
る
と
な
る
と
な
か
な
か

難
し
く
私
が
教
え
た
生
徒
さ
ん
は
若

干
、
小
さ
め
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
・
・
・
。
ご
め
ん
な
さ
い
。 

　

大
先
輩
方
の
達
者
な
手
技
・
口
技

（
？
）
、
中
学
生
の
真
直
ぐ
な
姿
勢

に
元
気
を
も
ら
っ
た
ひ
と
時
で
し
た
。 

（
広
報
編
集
委
員　

渡
辺
ま
い
子
）

撮
影
者
：
千
田
フ
ミ
さ
ん
（
上
野
々
）

■紹介者　母ちゃんの店「わがや」スタッフ一同 


